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本書は、医学、公衆衛生方面での社会ネットワーク分析の研究・応用に関す

る主要な理論、方法、モデルおよび知見を紹介しようとするものである。ネッ

トワーク分析に関心のある者なら誰にでも読めるように構成したが、同時に、

社会ネットワーク分析の大学院課程の序論としても使えるようにしてある。社

会ネットワーク分析研究の基本的な特徴は、関係　――　誰が誰と結びついている

か　――　が、行動を説明するうえで格段に重要である、ということである。関係

および関係のパターンは、個人やグループの行為に広範で多彩な影響を及ぼす。

社会ネットワーク分析に関する研究は、過去 70 年間にわたり学界で行われて

きたが、近年の、コンピューターやコミュニケーション技術の発達は、この学

問を劇的に変化させた。

本書は 3 部に分けられる。第 I 部は第 1 章〜第 4 章にわたって「モデル」を

扱う。第 1 章では、社会ネットワーク分析が関連するこの学問 ･ 研究の問題の

主要な領域を紹介する。第 2 章は、この分野の歴史を要約し、社会ネットワー

ク分析が既存の行動変容の理論をどのように補っているかを紹介する。第 3 章

は、ネットワーク・データの収集に関する 5 つの方法について比較検討し、そ

れぞれが一部共通、一部特殊な形式を持っていること、これらによってネット

ワーク・データ収集について 10 通りの研究方法が区別されることをみる。第

4 章は、パーソナルおよびエゴ・セントリックなネットワークの効果、および

パーソナル・ネットワーク ･ データを用いて検証される多くの仮説について記

述する。

第 II 部は「方法論」で、ネットワーク・データから得られる概念や尺度を

計算するための方法に関する情報について述べる。中心性に関する尺度はネッ

トワークの中で最も重要なノードを確認する方法であるが、これについては第

5 章で扱う。第 6 章は、ネットワークの中のグループを定義する方法について

述べる。第 7 章では、ネットワークの中での位置を規定する方法を論じる。そ
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して第 8 章では、密度、平均パス長、クラスターといったネットワーク ･ レベ

ルの尺度について紹介する。

第 III 部は「応用」として、第 9 章から第 11 章にわたって行動変容に対す

る社会ネットワーク分析の応用について検討する。ここでは、社会ネットワー

クの文脈の中での個人の行動が重要になる。ストカスチックなネットワーク推

定ないしは指数型ランダムグラフモデル、思想の普及、およびネットワークに

よる介入という、3 つの応用分野を概観し検討を行う。第 III 部の最後には、

第 12 章として全体の要約をつける。

記述は、初心者の読者に対して明快、簡潔、そして包括的になるように心が

けた。ときとして章によっては、重要な指標や概念に関する短い数式を示した。

数学に慣れていない読者は、これらの式は飛ばしても、理解や流れが損なわれ

ることはない。数学に強い読者は、これらの概念に関する表面的な扱いに多少

がっかりするかもしれない。筆者としては、この相矛盾する要求のつりあいに

関して、数学に強い読者、慣れていない読者の両方に謝らなければならない。

筆者が期待したいのは、社会ネットワーク分析の理解に関心のある研究者が、

本書を通して自分の研究や実践の中に、この方法を取り入れるようになってく

れることである。ネットワーク分析の分野は、組織の向上、リスク行動の理解、

連携関係の調整、保健ケアの提供といった、さまざまな状況のいずれに対して

も応用可能で、研究・実践に役に立つ、すばらしいツールと技法を提供してく

れる。社会ネットワーク分析の応用の普及に対する唯一の障壁は、ネットワー

ク分析の使い方に関する人々の理解と訓練にあった。本書は、このような障壁

を少しでも取り除き、みながよりよきネットワーカー、そしてネットワーク分

析者になるのに役立つことを目指している。
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日本の読者の皆様へ

私の著した Social Networks and Health: Models, Methods, and Applications

の日本語訳をお届けすることを、たいへんうれしく思います。私は 1992 年か

ら社会ネットワーク分析を教えてきましたが、その間にこの学問領域の構成や

機能についての私なりの見解を作り上げてきました。本書は、そうした見解を

いろいろな面で反映しています。社会ネットワーク分析（Social�Network�Analy-

sis,�SNA）は、数学と社会学の交叉点の片すみから成長して、社会学、生物学、

物理学のすべての分野に応用しうる世界的なパラダイムとなりました。この本

が皆様にこの世界への展望を提供すること、それによってこれら社会ネットワ

ーク分析の理論、方法、技法に関して日頃から発表される文献や知見を、皆様

がより容易に使いこなせるようになることを希望します。

さらに、本書が皆様にとって研究の役に立ち、社会ネットワーク分析全般の

理解を助けるものになることを願っています。初学者の皆様には本書がしっか

りとした入門書となり、これによって理論と方法論に親しみ、ご自分の研究課

題を組み立てられるようになることを期待します。多少なりとも経験をお持ち

の方には、本書によって知識がさらに深まり、研究が強化されることを望みま

す。指導者の方々には本書の話題に基づいた PowerPoint つきのシラバスを用

意し、自由にお使いになれるようにしてあります（https:github.com/USCCANA/

netdiffuseR）。

ご覧のように、本書は 3 部に分かれています。すなわち、①SNA の用語と

データについての序章、②ネットワーク・データから導かれる主要な尺度に関

する方法論、そして、③ネットワーク・データを現実の世界の問題に適用する

ときの多くの方法に関して説明した応用編です。保健や行動の問題はすべてネ

ットワークの観点から論じることができます。研究している、あるいは追求し

たいと思っているのがどのような話題であろうと、その現象の発生に関わるネ

ットワークがあり、またネットワークの観点からその現象を研究することによ
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って得られる洞察があるものです。ネットワークのデータも多くの場合、観察

や簡単な調査、もしくは電子的な手段によって直ちに手に入れられます。

本書を読めば、皆様はネットワークの観点から世界を見られるようになりま

す。最も基本的に、私たちを家族、友人、知己、隣人、地域、組織、そして文

化に結びつけているのは、関係であり、結合であり、そして紐帯だ、というこ

とです。人間であることの意味、社会の中での帰属（ときには非帰属）の意味を

理解するのは、重要な関係を通してです（ときとして、それほど重要ではない関係

のことも）。これらの関係はしばしば隠されていたり、不透明であったり、記述

困難であったりしますが、ネットワーク分析はそれらを測定できるようにして

くれます。

ネットワーク理論と洞察をもってすれば、これらの関係のなぞを可視化し、

定量化し、そしてそれらの複雑な姿が追求できるようになります。私は、本書

が皆様にとって、価値ある資源となることを願ってやみません。

この日本語版を私が特にうれしく思うのは、私が日本と日本人に対して特別

の親近感とつながりを持っているからです。私は 1 年間日本語を勉強したあと、

1986〜87 年の間、大阪・上新庄に住み、タイム・ライフ社に勤務しました。

そこでさまざまなお客様に英語を教え、日本の小さな出版社のコピーライター

をしました。その間に私は寺社を訪ね、琴の調べに耳を傾け、日本料理を味わ

いました。人々がこぞって示してくれた親切とおもてなしは、どことも比べも

のにならないものでした。

� 米国カリフォルニア州レドノ・ビーチにて　　

� トーマス・ヴァレンテ　　

本文中の［　］は訳注。長文の訳注は脚注に示した。
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